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１月９日（月祝）山口まちづくりセンターにて、慣れ親しんだ『成人のつどい』の名称が変わり初めての『二十

歳のつどい』が開催され、254名が参加しました。（主催：山口まちづくり推進協議会、第 76回山口地区二十歳 

のつどい実行委員会）今年度から成人年齢が 20歳から 18歳に引き下げ

られましたが、参加したのは令和４年度に 20歳を迎えた若人です。 

山口地区の中学校を卒業してから５年、成長した 20歳の皆さんの華や

かな姿、また久しぶりに顔を合わせ喜び合う姿を目の当たりにすることが

でき大変嬉しく思います。 

新二十歳代表のことばの中にもありましたが、世の中の困難な状況でも

自分たちで希望を作り、社会の一員である自覚と責任を持ち、今後も皆さ

んが邁進していけるよう願っています。令和４年度、二十歳を迎えられた

皆さん、おめでとうございます！ 

また、近隣の皆さまにはご理解を賜り、ありがとうございました。 

今年度も出席率は 100％超え、第２会場
の体育室にはビデオ配信をしました。 

社会人としての自覚と責任を持ち、強く
生きていくことを誓いました。 

９名の新二十歳実行委員の皆さん。大
役お疲れ様でした。 

山口小６年のとき二十歳になった自分へ
宛てて書いた手紙を受け取りました。 

かんぱーい！ペットボトルのお茶ですが
おおいに盛り上がりました。 

  

仲良しメンバーが揃ってこの日を迎えることができ、嬉しそうでした。 
これからの長い人生、ずっと仲良しでいて欲しいです。 

 

 

地域・学校・PTAの方々との交流は大切
ですね。 

1月７日（土）、山口まちづくりセンターにて「山口地区新春のつどい」

が開催されました。（主催:山口まちづくり推進協議会、山口地区新春のつ

どい実行委員会）今年もコロナ感染対策のため会食はありませんでしたが、

自治会・町内会、諸団体、山口まちづくり推進協議会より 80 名の参加が

ありました。来賓の皆様からは今年の干支であるウサギになぞらえて、前

へ進もうとの力強い祝辞を頂きました。まちづくり推進協議会の部会長、

委員長紹介や活動内容の紹介、またセンター職員の紹介と短いながらも充 

実した時間を過ごし、歓談の時間には会場のあちらこちらで話に花が咲いていました。 
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回 覧  

祝 第 76 回 所沢市山口地区「二十歳のつどい」 
「成人のつどい」の名称が代わって初めての開催、254 名が参加しました 

祝 山口地区新春のつどい開催 
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私たちが当たり前のように享受する日々の安全・安心・快適な生活は、地域の多くの人たちの地道な活動と努力

によって支えられています。令和４年秋、長年に渡り地道な活動してきた方々の功労がたたえられ、各方面から表

彰されました。あらためて感謝の意を表します。（敬称略） 

第 54 回シラコバト賞 

山口地区自治連合会（団体） 

及川 衛子（個人 山口地区母子愛育班） 

（令和４年 11 月 14 日受賞） 

消防功労・協力者 

埼玉県消防協会定例表彰 

特別功労章 

向埜 紀昭（第七分団 分団長） 

一等功労章 

日山 孝之（第七分団 団員） 

三等功労章 

波多野 周平（第七分団 班長） 

塩野 自郎（第七分団 団員）  ↗ 

三等功労章（続き） 
岡部 由宇（第七分団 団員） 
山岸 誠一郎（第七分団 団員） 
機関技能章 
馬場 智章（第七分団 団員） 
勤続章 
大川 和孝（第七分団 団員） 
消防功労章（個人） 
粕谷 武 自衛消防隊 
埼玉県消防協会所沢支部定例表彰 
二等功労章 
塩野 自郎（第七分団 団員） 
岡部 由宇（第七分団 団員） 
山岸 誠一郎（第七分団 団員）↗ 

所沢市表彰 
波多野 周平（第七分団 班長） 
塩野 自郎（第七分団 団員） 
岡部 由宇（第七分団 団員） 
山岸 誠一郎（第七分団 団員） 

（令和４年 11 月 20 日受賞）  
地域安全功労者 
所沢市防犯協会地域安全功労者 
須永 明己（所沢市防犯協会山口支部） 

（令和４年 11 月 11 日受賞） 
道路美化功労者 
埼玉県川越県土整備事務所長から御礼状 
上山口花倶楽部 

（令和 4 年 11 月） 

 

 

 

相手の気持ちになって考えることの重要
さが分かる研修でした。 

11月 26日（土）山口まちづくりセンターで「令和４年度・地域福祉研

修会」が開催されました。（共催：山口まちづくり推進協議会、所沢市社会

福祉協議会）「住民の地域活動参加とは何か～楽しく活動に参加するために

～」をテーマに講演会を行い、人数制限のもと民生委員や自治会長を中心

に 58 名の方々が参加しました。講師の渡辺裕一教授は、現在、武蔵野大

学人間科学部社会福祉学科で、教授ご自身の「自身が 120歳まで幸せに生 

きたい」という願望から「高齢者福祉とソーシャルワーク」の研究をされております。 

講演会では、渡辺教授による講演・質疑応答の後、グループ毎に意見交換会が行われました。本講演会を通して、

誰もが自分らしく暮らしていると感じられる「地域共生社会」の実現に向けて、私たち住民が主体となり、地域に

ある様々な課題の解決に向けた取り組みや関係機関との協働について理解を深めることの大切さを学びました。 

 

 

寺園先生は山口地区の御出身で、進行役
のまちセン職員とは幼馴染だそうです。 

12 月 23 日（金）、山口まちづくりセンターで山口地区環境講演会が開

催され、19 名が参加しました。（主催：山口まちづくり推進協議会地域環

境部会）講師には国立研究開発法人国立環境研究所上級主席研究員（工学

博士）の寺園淳氏をお招きしました。 

ごみ処理問題は、①ごみが滞ること、②有害物質・事故・環境保全、③

責任と費用負担に分類できるとのことです。1950年代のリアカーによる

ごみ回収から始まり、東京夢の島の埋立、香川県豊島（てしま）の産廃不 

法投棄事件、所沢のダイオキシン問題など、ごみ処理問題の歴史を振り返ることができました。 

最近はマイクロプラスチックによる海洋汚染や不良リチウムイオン電池による火災が新たな問題になっている

こと、全国のごみの最終処分場があと 20 年しか使えないことも分かりました。2050 年になると魚より海洋汚

染プラスチックの方が多くなるという説は衝撃的でした。 

 

 

啓発のチラシとグッズを手渡しました。 

12月１日（木）の夕方、山口まちづくり推進協議会地域安全部会主催に
よる防犯キャンペーンが行われました。参加したのは、所沢市防犯協会山
口支部、更生保護女性会山口支部、山口交番連絡協議会、所沢市消防団第
７分団協力会、及び事務局で、総勢 50名を越えました。 
活動場所は下山口駅前とベルク店頭の２箇所。通勤帰りや買物に来た人

たちにオレオレ詐欺などの特殊詐欺被害防止啓発を呼びかけ、防犯チラシ
とグッズを配りました。 

防犯  特殊詐欺の被害防止を呼びかけ 

「令和４年度・地域福祉研修会」開催 
住民同士の支え合い活動のきっかけづくりについて講演 

祝 表彰 いつも山口の安全・安心を支えていただきありがとう  

 

環境講演会 ごみ処理問題について学びました 
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研修には世代を越えた協力がありました。 

12 月７日（水）に開かれた「子育てひろば」（共催：母子愛育班・更生

保護女性会山口支部・山口まちづくりセンター）では、所沢中央消防署山

口分署の協力を得、お母さんたちが小児を対象としたAED（自動体外式除

細動器）の使い方について研修を受けました。 

研修の間、母子愛育班と更生保護女性会の方々に子どもの面倒を見てい

ただいたので、お母さんたちは安心して研修に集中することができました。 

 

 

 

近年、フードパントリーあるいはフードバンク、フードドライブという言葉を耳にすることが多くなりました。

それぞれの意味の違いはありますが、総じて、まだ食べられるのに余っている食品を必要とする人たちに無償で提

供する活動や仕組みのことです。「さわやか」では山口地区で活動しているグループの活動を連載で紹介します。 

最初に紹介するのは山口など市内在住の主婦が集まった Happy という
グループです。フードパントリーを通じたふれあいの場作りや地球に優し
い活動を目的としています。 

Happy は、12 月 17 日（土）、町谷自治会館を借りて初めてのフード
パントリーを開催しました。食品はフードバンクネット西埼玉をはじめ地元
の農家や篤志家から提供を受け、所沢市社会福祉協議会の協力も得ました。 
初回はどれだけの人が集まるか全く予想ができませんでしたが、始まっ

てみると何人もの人が訪れ、食品の提供を受けました。また、その場で会
話を楽しむ人たちもおり、ふれあいの場にもなっていました。 
今後も引き続き毎月第３土曜日または日曜日に町谷自治会館を借りて開

催する予定です。 

いよいよスタート。不安いっぱいですが、
夢は大きく広がります。 

 

 

 

発端は買い物帰りにしゃがみこんでバスを待つ

高齢者を見かけたことでした。令和３年７月に「山

口を考える会」がサンキ前のところバス山口城跡バ

ス停にベンチを設置してから１年半が経ちました。 

その間、「山口ベンチプロジェクト」の発足、町

谷、大鐘の皆さんによるベンチ設置、山口城跡ベン

チ周辺の花壇作りなど、山口のベンチ設置活動は大

きく拡がりました（「さわやか」49号、53号、54

号で紹介）。地権者の理解・協力、南打越の方々の

花壇手入れの申し出など、ありがたい限りです。 
ベンチ設置場所を探す
のは大変な作業です。 

山口地区のバス停ベンチは地元・市・西武
バスとの協働により９か所に増えました。 

さらに、所沢市、西武バスとの協働によるベンチ設置も始まり、山口地区のバス停ベンチは９か所に増えました。 

 

 

 

福禄寿神（ふくろくじゅじん）が祀られている佛眼寺（ぶつげんじ）の月待塔についてご紹介します。二十三夜

塔と云って村人が集まり年齢などを決め（地方により異なるが）二十三日の夜に「だんご」などを供え、健康をお 

祈りする行事を行った証の碑で

す。悪病退散の庚申塔もあります。 

これらは埼玉・栃木・茨城・新

潟・千葉・関東から九州・東北ま

で日本民俗信仰として広がり、室

町・江戸（文化・文政後期）まで

伝承されていました。 

久米佛眼寺の月待塔は文政三年

（1820）、他に庚申塔など寛政元 月待（つきまち）塔他 庚申塔 観世音菩薩像 

山口のバス停（ところバス）ベンチが９か所に増えました 

山口地区で行われているフードパントリーについて紹介します（その１）

7 

シリーズ(57) 行って見よう 山口の自然と歴史 もっと知ろう！ 

佛眼寺（ぶつげんじ）その２  福をもたらし、富と長寿に恵まれる、いいこと尽くめ 

「子育てひろば」でお母さんたちが AED 研修 
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年（1789）があり、歴史を感じることができます。 

日本最古の月待塔は、なんと埼玉県富士見市歴史資料館にあるそうです。機会があったら訪ねたいですね。 

次号では山口から歩いてもそれほど遠くない久米の水天宮や付近について、皆さんも一度は訪ねたことがあると思

いますが、ご紹介します。お楽しみに！                        （神藤年三氏寄稿） 

 

 

 
新型コロナウィルス感染防止のため催し物が中止されることがあります。詳しくは各問合せ先にてご確認下さい。 

催し物の名称・主催 日時・場所・内容 募集内容・申込み 

子育てひろば 
 
 
 
 
共催：母子愛育班・更生保
護女性会・山口まちづくり
センター 

日時 
 

場所 
内容 

３月１日、４月５日、５月 10 日（水曜日） 
午前 10 時～12 時 
山口まちづくりセンター（和室） 
乳児の子育て支援と交流 
毎月イベントを開催します！ 
４月５日：お片付け講座、５月 10 日：おもち
ゃの話と手づくりおもちゃ講座 

対 象 
参加費 

乳児とその保護者 
無料 

イベントによっては、申込みが必要
な場合があります。詳細はホームペ
ージ等でご確認下さい。（ホームペ
ージは「子育てひろば（山口まちづ
くりセンター）」で検索 

場合によっては中止となることがあります。詳細はお問合わせ下さい。 

山口子ども文庫おはなし会 
 
共催：山口子ども文庫おは
なし会・山口まちづくりセ
ンター 

日時 
 

 
場所 

本の貸し出し：３月４日, 11 日, 18 日, 25日, ４月１日, ８日, 15 日, 22 日, ５月
６日, 13 日, 20 日, 27 日（毎月第 1 週から第 4 週の土曜日）午前 10 時～12 時 
おはなし会：３月４日、４月１日、５月６日 
山口まちづくりセンター（学習室３号） 

場合によっては中止となることがあります。詳細はお問合わせ下さい。 

山口とこしゃんくらぶ 
 

共催：山口地域包括支援セ
ンター・山口まちづくりセ
ンター 

日時 
 
 

場所 
内容 

３月は令和４年に申込み済の方の御参加のみ 
４月 14 日、28 日、５月 12 日、26 日（第
2・4 金曜日） 
午後１時 40 分～、受付：午後１時 30 分～ 
山口まちづくりセンター（ホール） 
高齢者が元気になるための椅子に座ってもできる体操です。 

申込み 
 
問合せ 
 
参加費 
持ち物 

事前申込制（定員 40 名） 
詳細はお問合わせ下さい。 
山口地域包括支援センター
（℡2928-7525） 
無料 
飲み物、汗拭きタオルなど 

地域交流会ぬくもり広場 
 
 
主催：山口まちづくりセン
ター 

日時 
 

場所 
内容 

３月 15 日（水）、４月 14（金）、 
５月 17 日（水）午前 10 時～12 時 
山口まちづくりセンター（学習室２号） 
交流と仲間づくり 

対 象 
申込み 
参加費 

高齢者と障害のある方 
詳細はお問い合せ下さい。 
100 円（当日いただきま
す） 

場合によっては中止となることがあります。詳細はお問合わせ下さい。 

山口地区安全・安心推進
研修会 
 
主催：山口まちづくり推進
協議会地域安全部会 
共催：山口地区自治連合会 

日時 
 

場所 
内容 
講師 

３月４日（土）午前 10 時 30 分～12 時 
開場：午前 10 時 
山口まちづくりセンター（ホール） 
家族で考えるシニアの安全 
NPO 高齢者安全運転支援研究会 
事務局長 平塚喜之氏 

対 象 
申込み 

 
 
 

参加費 

成人（先着 100 名） 
２月1日(水)～17日(金)、
山口まちづくりセンター
窓口または電話にて（℡
2924-1224） 
無料 

初心者菊作り教室 
 
 
 
共催：山口菊愛好会会員、
山口まちづくりセンター 

日時 
 
 

場所 
内容 

４月２日, ５月14日, ６月４日, ７月２日, ８
月６日, ９月３日, 10 月 15 日, 11 月文化祭
出展 午前 10 時～12 時（各日曜日 全７回） 
山口まちづくりセンター（学習室２号） 
さし芽や苗の選び方から開花までを学習する。
文化祭出展により鑑賞する楽しみを味わう。 

対 象 
申込み 

 
 
 

参加費 

成人（先着 15 名） 
３月２日(木)午前 9 時か
ら山口まちづくりセンタ
ー窓口または電話にて   
（℡2924-1224） 
1,000 円（苗代ほか） 

図書館おはなし会 
 
 
 
主催：所沢図書館椿峰分館 

日時 
 
 

内容 
場所 

3 月 11 日、25 日、４月８日、22 日、５月
13 日、27 日（それぞれ土曜日） 
午前 10 時 30 分開始 
すばなし、てあそび、絵本読み聞かせ、工作など 
所沢図書館椿峰分館 

対 象 
 

問合せ 

４歳以上（保護者の方もご
一緒に） 
椿峰分館 
（℡2924- 8041） 

図書館親子おはなし会 
 

 

 

主催：所沢図書館椿峰分館 

日時 
 

内容 
場所 

３月 15 日（水）、４月２日（日）、５月 17
日（水） 午前 11 時開始 
てあそび、わらべうた、絵本読み聞かせ  
所沢図書館椿峰分館 

対 象 
 

問合せ 

０歳から 3 歳まで（保護
者の方もご一緒に） 
椿峰分館 
（℡2924- 8041） 

場合によっては中止となることがあります。詳細はお問合わせ下さい。 

こどもと大人の囲碁入門教室（共催：山口囲碁クラブ・山口まちづくりセンター）は開催未定。詳細はまちづくりセン
ターへお問合せ下さい。 

編 集 後 記 

山口まちづくり
推進協議会 

本号も山口地区の様々な活動について紹介することができまし
た。活動されている方たちの話を伺っていると元気をもらった
り、ホッコリする気持ちになることが多々あります。これが広
報紙を発行する大きな楽しみになっています。（新居） 

広報委員：新居亨一（地域環境部会）、渡辺栄一
（地域振興部会）、平野進一（地域福祉部会）、
杉浦佳子（青少年育成部会）、遠藤健志（学習文
化部会）、濱松信勝（地域安全部会） 

山口地区の催し物情報・参加者募集 
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